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Abstract
    Wynkyn de Worde endeavers to ‘fi ll up’ the title-page. ‘To fi ll up page’ principle is not 
applied to only title-page, but all pages in quires of the book.  If there is a blank page 
（or pages） at the head or the end of the book, he fi lls it up with woodcut, including 
printer’s mark. If there is a scrap of space on the last text page of the book, he fi lls it up 
with colophon （and printer’s mark）. 
   ‘To fi ll up page’ principle which he lays down enables us to explain why he used many 
kinds of woodcuts at the head or the end of the book. It is the same action as we now 














Not white, but black ;
title-pages made by Wynkyn de Worde（4）
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32-3である。Y1と Y2では白ページがいずれも標題紙（図 32-2-1と図 32-3-1）として使われて





a1a : 第1ページ a1b：第2ページ  a2a：第3ページ
Ｘ形 本文ページ
Ｙ形 白ページ 本文ページ





X 1  本文
Y 1  標題紙  本文
2  標題紙（Incipit　title）  本文
Z 1  標題紙  木版  本文
2  標題紙  白頁  本文
3  標題紙（Incipit　title）  木版  本文
4  標題紙（Incipit　title）  白頁  本文
5  木版  標題紙  本文
6  木版  木版  Paragraph title・本文
7  木版  白頁  Paragraph title・本文
8  白頁  白頁  本文
9  白頁  木版  本文
10  木版  目次  Paragraph title・本文
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図 32-2-1 (stc.1917, 1496 年 )(Y1) 図 32-2-2（stc.1917, 1496 年）（Y1)
図 32-3-1（stc.17011, 1497 年）（Y2） 図 32-3-2（stc.17011, 1497 年）（Y2）
図 32-1（24766　1492 年）（X1）






となる。これらに対応するのが図 33-1（Z1）、図 33-3（Z3）、図 33-5（Z5）、図 33-6（Z6）であ
る。 
図 33-1-1（stc.5759, 1496 年）（Z1） 図 33-1-2（stc.5759, 1496 年）（Z1)
図 33-2-1（stc.11613, 1502 年）（Z2） 図 33-2-2（stc.11613, 1502 年）（Z2）
図 33-3-2（stc.787, 1497 年）（Z3）図 33-3-1（stc.787, 1497 年）（Z3）
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図 33-4-1（stc.12945, 1504 年）（Z4） 図 33-4-2（stc.12945, 1504 年）（Z4）
図 33-5-1（stc.3309, 1496 年）（Z5） 図 33-5-2（stc.3309, 1496 年）（Z5）
図 33-6-1（stc.17022, 1500 年）（Z6） 図 33-6-2（stc.17022, 1500 年）（Z6） 
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図 33-7-1（stc.17020, 1500 年）（Z7） 図 33-7-2（stc.17022, 1500 年）（Z6） 
図 33-8（stc.21070, 1500 年）（Z8） 図 33-9（stc.24880, 1527 年）（Z9） 
図 33-10-2（stc.24876, 1498 年）（Z10）図 33-10-1（stc.24876, 1498 年）（Z10）







　図 33-1-2の左ページの木版は Hodnettの English Woodcuts, 1480-1535（no.374、fig.19）によ
ると（40）、25点の本に使用されている。その内、巻頭付近で用いられている 12点を表示形ごとに
示すと下記のようになる。
　Z1：stc. 279（Alcock. Mons perfectionis）（1497年）、281（Alcock. Mons perfectionis）（1501年）
      5573（The moost excellent treatise of the thre kynges of Koleyne）（1499年）、    
      17539（The myracles of oure blessyd lady）（1496年）、
      21335（The rote or myrour of consolacyon & conforte）（1499年）
　Z3：stc. 787（Ars moriendo）（1497年）、17965（Mirk. Liber festivalis）（1496年）、17967（Mirk.
       Liber festivalis）（1499年）、20439.3（Proprytees and medycynes for hors）（1502年）
　Z5：stc. 3261（Bonaventura. Speculum）（1494年）、        
　Z6：stc. 1978（Betson. Ryght profytable treatyse）（1500年）、21334（The rote or myrour of 
       conso la-cyon & conforte）（1496年）
　この図柄（木版）はキャクストンが 1491年に Fifteen oes （stc. 20195） で初めて使用し、ド・ウ
ォードに引き継がれると、彼は 1493年の stc. 24875（Voragine. Legenda aurea）で初めて巻末に





2回も連続して使用する例が見つかる（41）。Lydgate（J.）の「Here begynneth a lytyll treatyse of 





1497 98 99 1500 2 7 10 13 15 16 19 24 25 26 28 32 34
stc 284 6931 5643 264 286 23164 12091 18934 20882 4601 17974 15579 18528 15399 10002 6035a 20882
17022 20883 10628 25541 17975




















　　A．白ページが中間に位置する場合― Z2（図 33-2）、Z4（図 33-4）、Z7（図 33-7）、
                                               Z10（図 33-10）
　　B．白ページが巻頭に位置する場合― Z8（図 33-8）、Z9（図 33-9）
　これらの表示形がそれぞれ何件使用されているかを見てみよう。
　表 34-1によると、「A」の Z2（「標題紙＋白ページ」）は使用件数が 91点なので、Y1（標題紙
＋本文ページ）の 243件に次いで大きい数である。Z2は意識して使用されていると見てよい。し





X1 Y1 Y2 Z1 Z2 Z3 Z4 Z5 Z6 Z7 Z8 Z9 Z10
39 243 41 60 91 13 6 1 7 2 8 1 1












　　stc. 286（Z8, G2）（1496年） 、287（Z8, G2）（1497年）
　　　同一作品の別版だが、印刷年は同一で、白ページに変化はない。
  　stc. 670（Z8, G4）（1525年）、14546（Z8, C1）（1500年）、  
　　　いずれも後続版は出ていない。
  　stc. 22978（Z8, H3）（1523年）、22979（Z8, G2）（1526年）
　　　両者は初版と後続版の関係だが、後続版の巻頭は 2白ページのままである。
　　stc. 285（Z8, G2）（1497年）、21070（Z8, G4）（1500年）





　しかしこの 8点にも特徴は見つかる。巻頭では 2ページそして巻末には 1白ページが存在して







　「B」の Z9（図 33-9）（stc. 24880（1527年））（1点のみ）は「白ページ＋木版ページ」である
が、巻頭の 1ページは白ページのままで埋められていない。後続版が出ていないので、この 2ペ





























のぐのにも限界があるため、印刷者でも文章で埋めることがあった。キャクストンは J.  Lydgate 
の Horse, sheep, and goose（stc. 17018, 1477年）や Court of sapience（stc. 17015, 1480年）の巻
末を雑文で埋めている（43）。しかし追加文だけでは全ての白ページを埋めきれず、前者では 1ペ
ージ、後者では 4ページも白ページが残っている。














1474 前 後 1475 前 後 1476 前 後 1477 前 後 1478 前 後 1479 前 後 1480 前 後 1481 前 後 1482 前 後
4920 2 3 15375 2 0 4851 2 0 3303 0 3 3199 2 0 5758 2 2 4852 2 1 5293 2 0 9992 2 1
4920 2 3 4850 2 0 5091 ? ? 6828 2 4 6828 2 4 13175 2 1 13438 2 3
17030 0 0 4890 0 0 7273 0 0 24189 0 0 9991 2 1 20919 2 2
21458 1 1 5082 2 2 4853 2 3 13440a 1 3 24762 2 1
5090 0 1 14077c.110 ? ?
6826 2 4 15848 ? ?
15867 ? ? 15868 ? ?
15383 2 2 17015 2 4




1483 前 後 1484 前 後 1485 前 後 1486 前 後 1487 前 後 1488 前 後 1489 前 後 1490 前 後 1491 前 後
4853 2 3 175 2 4 801 2 1 5087 2 3 15394 0 1 14072 ? ? 6829 1 3 789 0 1 786 0 0
4921 2 2 3259 ? ? 5013 2 2 17720 0 0 21429 2 3 7269 0 2 1007 ? ? 3305 0 0
5057 0 0 3326 2 3 19206 0 2 24874 2 0 24189 14077c.115 0 0 3124 2 ? 15854 0 0
5083 2 1 15296 0 4 25853 2 1 14100 0 0 3260 2 2 17959 2 2
5087 2 3 17023 0 3 17722 0 0 12138 0 0 20195 2 0
5094 2 5 17024 ? ? 20920 0 0 15871 ? ? 9348 2 2
6473 2 4 21431 0 1 15872 ? ?
12142 2 2 24763 0 2





1474 1475 1476 1477 1478 1479 1480 1481 1482 1483 1484 1485 1486 1487 1488 1489 1490 1491
前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後 前 後
有り 1 1 1 3 2 7 8 1 3 3 6 6 4 3 2 2 10 8 2 4 3 4 1 1 1 1 1 1 1 3 2 4 3 2
無し 1 1 2 2 3 1 2 1 1 1 1 2 2 1 2 2 6 4 4 1 3 4
表 36-3：1487 ～ 1491年の白ページ
1487 前 後 1489 前 後 1490 前 後 1491 前 後
24874 1+1（woodcut） 0 6829 1（device） 3 3260 2 1+1（device） 17959 2 1+1（device）
21431 0 1（device） 24763 0 1+1（device） 20195 1+1（woodcut） 0
24796 0 1（device）+2








　表 37-1を見ると、巻頭と巻末に白ページがない本（0＋ 0）は 2件しかない。これ以外は必ず



















4594 0 ? 258 2 1 9347 2 1 4589 0 ? 9993 0 1 15853 0 0
273 2 2 9737 2 1 4590 0 0 23906 ? 1
15720 1 0 9755 2 1 9264 2 2 26012 2 2
20917 2 1 14103 0 2
23905 2 3
不 明



















図 38-3-1「標 = 奥」形  標題紙の書名の活字
（stc.24814, 1514 年）
図 38-3-2「標 = 奥」形  本文末と奥付の活字
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図 38-4-2「奥・大」形  本文末の活字
（stc.23163.6, 1496 年）
図 38-4-3「奥・大」形  奥付の活字
図 38-5-2「木版」形　本文末と奥付の活字
図 38-5-1「木版」形　標題紙の木版書名
（stc.18566, 1509 年） 
表 38-1：標題紙、巻末の本文、奥付の活字サイズの比較件数
1492 93 94 95 96 97 98 99 1500 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19
三同 1 2 2 2 11 1 1 5 9 2 4 3 4 3 3 3 7 9 3 6 3 5 7 1 6 1 5
標・大 1 2 4 7 6 7 5 2 3 1 3 9 4 10 14 8 8 3 6 7 5 7 18 14 15
標＝大 1 2 1 2 2 1
奥・大 1
木版 3 1 2 2 1
20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 合計
6 11 4 5 7 12 9 8 6 9 6 1 5 1 199
10 11 4 4 4 11 8 5 9 8 11 6 13 9 6 2 290
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 「三同」：標題紙 , 巻末の本文、奥付の活字サイズが同じ（図 38-1） 
 「標・大」：標題紙の初行の活字が他の二者より大きい（図 38-2）












し 5種類と言っても、「三同」形と「標・大」形が全体の 9割以上を占めていることから、この 2
種類が中心表示形ということになる。
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図 39-1-1　標題紙（stc.10467.5, 1534 年） 図 39-1-2　巻末と奥付
1523 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35
標・大 4 4 11 8 5 9 8 11 6 13 9 6 2
大型 1 1 1 5 13 7 6 2
表 39-1：大型活字の使用件数
　　　　「大型」の数字は「標・大」形の内数である。























ほぼ 0件である。そこで 1507年以降の総件数を見ると 305件、64件、15件と大きく変化する。
書名表示は「有」か「他」のいずれかで示そうとしていると見てよい。基本的には段標を付け、
1行目を特徴のある書名表示にしようとしたのである。これは文章の始まりを目立たせる工夫で
1492 93 94 95 96 97 98 99 1500 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19
有 1 1 5 1 2 7 4 1 4 1 8 3 9 14 9 6 7 5 11 6 7 23 14 18
他 3 3 1 1 1 2 3 9 6 5 1 3 3 7 1 2 2
なし 1 1 1 6 5 4 3 3 1 1 4 1 2 2 1 1
表 40-1：標題紙上の段標の有無
20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 合計
10 18 9 8 9 17 14 9 11 16 13 7 11 12 7 2 340
2 1 3 2 1 4 3 2 2 73
2 2 3 1 2 1 1 1 50
有 ： 段標付き書名
他 ： 巻き軸、木版書名、頭文字、
   　大型活字の合計
無 ： 特徴の無い書名表示




























図 38-5-1：段標（1）ゴシック体         （2）ローマン体（？）            （3）イタリック体







　ジョンソン（A. F. Johnson）は 1928年に One hundred titlepages, 1500-1800を出版し、「序」
で同種の疑問点を挙げながら、簡略な標題紙史を展開している（48）。もっとも彼はド・ウォード
本に疑問を投げたのではなく、初期の印刷本に共通する疑問を投げかけたのである。またスミス





（40） Hodnett, E. English woodcuts 1480-1535.  Oxford, At the University Press, 1973.
（41） 同じ木版が 2回使用されている例は他にもある。
 １．図 31-8-1の木版（僧侶）stc. 284（2回）
 ２．図 31-3-1の木版（骸骨と騎士）stc. 6931（2回）





（43） Bühler, C. F. The Fifteenth-century book: the scribes ＆ the printers ＆ decorators. Philadelphia, Univ. of 
Pennsylvania Press, 1960. p.47.
（44） そして時には前後の白ページを削除して白ページをなくそうとしたと推定できる例が見つかる。stc. 





 　　余白ができても空けておき、そこに印刷者マークさらには奥付を印刷した（English books & readers,
 　　1475 to 1557. 2nd ed. p.209.）。
 これは表 28-1の C形や G形に対する説明にはなるが、中間に白ページのできる P形や Q形を説明するこ
とにはならない。
（46） Parkes, M. B. Pause and effect: an introduction to the history of punctuation in the West. London, Scolar 
Press, 1992. p.305.
（47）ibid. p.304.
（48） Johnson, A. F. One hundred titlepages, 1500-1800.  London, J. Lane and B. Head, 1928. pp. i-xv.
（49） Smith, Margaret M. The title-page: its early development, 1460-1510. London, British Library ＆ Oak 
Knoll Press, 2000. p.89. 
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